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（Aging In Place, AIP）を支える医療人材の育成」を目的としています。そこで，実際に「豊かに老
いを迎え，その人らしく暮らすことのできるコミュニティ」であるサンシティへの視察研修となりま
した。
















　午前はBanners Del E Webb Medical Centerの視察を行いました。ここはサンシティウエスト唯一
の病院で，職員は全てサンシティウエスト外から通ってきています。病院で多く見かける紫色のユニ
フォームを着た方々はサンシティ在住の高齢者で，週に数回ボランティアとして病院の案内などを
行っています（写真6）。ボランティアをする事で「人から必要とされている」と感じることが大切
と仰っていました。また医師からの説明の中で「生命の危機を脱したらすぐにリハビリテーションを
開始する。リハビリテーションがとても重要」とありました。急性期の病院でありながら日本の回復
期病棟のような光景が見られ，リハビリテーション関連職種が重要視されていることに感銘を受け，
日本でも同様な状況になることを期待せざるを得ませんでした（写真7）。
　午後はシニアコミュニティーセンターと住民の方のお宅の視察でした。レクリエーションセンター
では，ここで考案された「Pickleball」の見学が中心となりました（写真8）。また，屋内ではパソコ
ンやステンドグラス，ダンスなど様々なメニューが用意されています。
　最後に住民の方のお宅を見学させていただきました（写真9）。2ベッドルームとリビング，バスルー
ム，ランドリー，キッチン，そして庭にはプールとジャグジーまで付いていて，日本円で約2,000万円。
サンシティ同様55歳以上の人しか住めませんが，55歳未満でも購入は可能とのことです。
　以上，短期間での強行スケジュールでしたが，楽しんで生活をする事の大切さ，人から必要とされ
ることの大切さなど「高齢者の街づくり」に関するヒントをたくさんいただきました。今回得られた
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名古屋学院大学論集
知識，情報を『なごやかモデル』の目指す『Aging In Place』に役立てていきたいと思います。
　最後に，改めてこのような貴重な機会を与えていただきました名古屋学院大学，リハビリテーショ
ン学部の先生方，そして『なごやかモデル』プロジェクトの皆様に深く感謝の意を表したいと思います。
